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令和３年度

特 集

改
正
水
道
法
の
目
的
で
あ
る
水
道
の
基
盤
強
化
に
向
け
て
、
全
国
の
水
道
事
業

体
で
は
広
域
連
携
や
官
民
連
携
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
施
設
や
管
路
の
改
築
・
更

新
・
耐
震
化
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
水
道

関
係
企
業
が
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
提
供
さ
れ
る
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ

ス
は
水
道
事
業
体
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
か
ら
常
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
紙
恒
例
の
特
集
「
注
目
さ
れ
る
製
品
と
技
術
」
で
は
、
水
道
産
業
界
を

代
表
す
る
企
業
の
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

水道事業体のニーズに応える

注
目
さ
れ
る

製
品
と
技
術

２０２１年（令和３年）５月２７日（木曜日）第５４９９号２０２１年（令和３年）５月２７日（木曜日）第５４９９号
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１
、
は
じ
め
に

水
道
は
、
国
民
生
活
や
社

会
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
都
市
基
盤

で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
り
安

全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
し

続
け
る
こ
と
が
常
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
今
で

は
、
自
然
災
害
が
頻
発
化
す

る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
新
た
な
危
機
に
も

直
面
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

厳
し
い
環
境
下
で
事
業
を
継

続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
あ
る
。

わ
が
国
の
水
道
施
設
は
、

高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る

水
需
要
の
急
増
に
対
応
す
る

た
め
、
そ
の
多
く
が
昭
和
30

年
代
か
ら
40
年
代
に
集
中
的

に
整
備
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

に
よ
り
国
民
に
豊
か
な
暮
ら

し
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
日

本
の
発
展
を
支
え
、
現
在
で

は
、
水
質
や
給
水
の
安
定
性

に
お
い
て
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国

の
水
道
事
業
は
、
給
水
人
口

の
減
少
に
起
因
す
る
水
需

要
・
料
金
収
入
の
落
ち
込

み
、
老
朽
化
が
進
む
施
設
の

更
新
、
大
規
模
自
然
災
害
・

渇
水
へ
の
備
え
な
ど
、
様
々

な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し

水
道
の
基
盤
強
化
を
図
る
た

め
、
水
道
施
設
の
適
切
な
資

産
管
理
や
、
広
域
連
携
・
官

民
連
携
の
推
進
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
た
「
水
道
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
、
令

和
元
年
10
月
に
施
行
さ
れ

た
。ま

た
、
中
長
期
の
見
通
し

に
基
づ
い
て
経
営
基
盤
を
強

化
す
る
た
め
、
総
務
省
、
厚

生
労
働
省
よ
り
、
全
国
の
都

道
府
県
に
対
し
、
広
域
化
の

推
進
方
針
や
こ
れ
に
基
づ
く

当
面
の
具
体
的
取
り
組
み
の

内
容
等
を
定
め
た
「
水
道
広

域
化
推
進
プ
ラ
ン
」
を
令
和

４
年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る

こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
政
府
が
推
進
す

る
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
地
球
温

暖
化
対
策
計
画
に
定
め
る
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
目
標
達

成
の
た
め
の
、
積
極
的
な
取

り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え

て
、
我
々
水
道
関
係
者
は
、

事
業
を
取
り
巻
く
様
々
な
課

題
や
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応

し
な
が
ら
、
水
道
シ
ス
テ
ム

全
体
の
基
盤
強
化
を
図
り
、

次
世
代
に
着
実
に
継
承
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
、
水
源

国
内
の
降
水
量
の
経
年
変

化
を
み
る
と
、
昭
和
40
年
頃

か
ら
少
雨
の
年
が
多
く
な
っ

て
お
り
、
長
期
的
な
傾
向
で

は
雨
の
多
い
年
と
少
な
い
年

の
降
水
量
の
開
き
が
次
第
に

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
今
後
、
全
国
各

地
で
厳
し
い
渇
水
が
発
生
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

水
道
事
業
に
と
っ
て
、
渇

水
に
対
す
る
高
い
安
全
度
が

求
め
ら
れ
る
中
、
流
域
に

よ
っ
て
は
、
ダ
ム
を
嵩
上
げ

す
る
こ
と
で
、
通
常
の
利
水

容
量
の
他
に
渇
水
対
策
容
量

を
持
た
せ
た
渇
水
対
策
ダ
ム

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
一
水
系
の
中
で
貯

水
効
率
に
差
が
あ
る
ダ
ム
間

を
連
絡
水
路
で
連
結
す
る
ダ

ム
群
連
携
事
業
も
進
め
ら
れ

て
い
る
。

安
全
な
水
道
水
を
供
給
す

る
た
め
に
は
、
水
源
水
質
の

保
全
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
多
く
の
市
町
村
等
が

水
源
保
護
等
の
条
例
を
策
定

し
、
ま
た
、
流
域
協
議
会
等

の
組
織
に
関
与
し
、
参
加
し

て
い
る
。

水
源
水
質
事
故
の
予
防
並

び
に
事
故
発
生
時
の
水
質
管

理
に
万
全
を
期
す
た
め
に

は
、
水
道
事
業
者
が
連
携
し

て
水
源
水
質
の
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

本
協
会
で
は
、
発
刊
後
15

年
が
経
過
し
て
い
た
「
突
発

水
質
汚
染
の
監
視
対
策
指

針
」
の
改
訂
を
行
い
「
水
質

異
常
の
監
視
・
対
策
指
針
」

と
し
て
令
和
元
年
12
月
に
発

刊
し
た
。
こ
の
指
針
の
中

に
、
水
質
異
常
へ
の
備
え
や

対
応
、
業
務
委
託
時
の
水
質

異
常
対
応
、
実
際
の
対
応
事

例
、
監
視
の
た
め
の
自
動
水

質
計
器
等
を
記
載
し
た
の
で

参
考
に
さ
れ
た
い
。
特
に
対

応
事
例
と
し
て
は
、
水
質
基

準
値
を
一
時
的
に
超
過
し
た

場
合
の
摂
取
制
限
を
伴
う
給

水
継
続
の
事
例
等
も
示
し
た

の
で
、
実
際
に
各
事
業
体
で

起
こ
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

備
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

近
年
、
新
聞
報
道
等
で
注

目
さ
れ
て
い
た
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
の
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
お
よ
び
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
は
、
昨

年
、「
要
検
討

項
目
」か
ら「
水

質
管
理
目
標
設

定
項
目
」
へ
位

置
付
け
が
変
更

さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
物
質
に
つ
い
て
は
実
態

調
査
が
進
ん
で
、
表
流
水
も

含
む
多
く
の
水
源
か
ら
検
出

さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
か
ら

Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
も
「
要
検
討
項

目
」
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
水
道
水
源
の

保
全
を
損
な
う
化
学
物
質
の

流
入
は
、
公
共
用
水
域
へ
の

流
入
防
止
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
水

道
事
業
者
も
、
地
域
で
の
情

報
収
集
や
科
学
的
知
見
の
蓄

積
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

３
、
浄
水
技
術

か
び
臭
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
河
川
下
流
域
や
閉
鎖
性

水
域
だ
け
で
な
く
、
清
澄
な

河
川
で
、
河
床
の
付
着
性
藍

藻
に
よ
り
発
生
し
た
事
例
が

各
地
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

通
常
の
浄
水
処
理
で
は
十
分

に
除
去
で
き
な
い
か
び
臭
な

ど
の
異
臭
味
原
因
物
質
や
、

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
前
駆
物
質

等
へ
の
対
応
の
た
め
、
オ
ゾ

ン
処
理
と
生
物
活
性
炭
処
理

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
高
度

浄
水
処
理
を
導
入
す
る
水
道

事
業
者
が
増
え
て
い
る
。

オ
ゾ
ン
処
理
は
強
力
な
酸

化
力
を
有
す
る
が
、
副
生
成

物
と
し
て
生
成
さ
れ
る
臭
素

酸
等
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、

オ
ゾ
ン
処
理
の
際
に
過
酸
化

水
素
を
併
用
す
る
促
進
酸
化

処
理
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

本
協
会
で
は
、
こ
の
処
理
に

対
応
す
る
た
め
、
浄
水
薬
品

と
し
て
過
酸
化
水
素
の
規
格

を
制
定
し
た
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
従
来

の
粉
末
活
性
炭
を
更
に
微
粉

砕
し
て
か
び
臭
等
の
除
去
効

率
を
向
上
さ
せ
る
微
粉
炭
を

導
入
す
る
水
道
事
業
者
も
あ

る
。ク

リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム

等
の
耐
塩
素
性
病
原
生
物

や
、
細
菌
な
ど
を
確
実
に
除

去
す
る
こ
と
が
可
能
な
膜
ろ

過
処
理
や
紫
外
線
処
理
の
導

入
が
進
ん
で
い
る
。

膜
ろ
過
処
理
に
つ
い
て

は
、
装
置
の
自
動
運
転
が
可

能
な
こ
と
も
あ
り
、
小
規
模

浄
水
施
設
を
中
心
に
導
入
が

進
ん
で
き
た
が
、
近
年
浄
水

場
の
更
新
に
合
わ
せ
、
大
規

模
な
膜
ろ
過
施
設
を
導
入
す

る
事
例
も
多
く
な
っ
て
い

る
。紫

外
線
処
理
は
、
浅
層
地

下
水
や
伏
流
水
な
ど
を
中
心

に
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
令

和
元
年
５
月
に
、
凝
集
沈
澱

処
理
の
砂
ろ
過
後
の
処
理
と

し
て
導
入
可
能
と
な
り
、
ろ

過
後
の
濁
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
苦
慮
し
て
い
る
事
業
体
に

と
っ
て
は
、
選
択
肢
が
増
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。

凝
集
剤
に
も
変
化
が
あ

る
。
本
協
会
で
は
、
近
年
、

水
道
用
ポ
リ
ア
ク
リ
ル
ア
ミ

ド
の
規
格
を
新
た
に
制
定

し
、
水
道
用
ポ
リ
塩
化
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
の
規
格
の
改
正
を

行
っ
た
。

ポ
リ
ア
ク
リ
ル
ア
ミ
ド

は
、
欧
米
で
は
凝
集
補
助

剤
、
フ
ロ
ッ
ク
形
成
助
剤
、

ろ
過
助
剤
と
し
て
広
く
使
用

さ
れ
て
い
る
有
機
高
分
子
凝

集
剤
で
、
急
速
ろ
過
処
理
の

ろ
過
速
度
を
劇
的
に
改
善

し
、
ろ
過
池
面
積
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
注

目
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
水
道
用
ポ
リ
塩
化

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
規
格
改
正

は
、
高
塩
基
度
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
対

応
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
塩

基
度
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
、
残
留
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
の
低
減
や
、
浄
水

薬
品
（
硫
酸
・
苛
性
ソ
ー

ダ
）
の
低
減
、
お
よ
び
低
水

温
、
低
ア
ル
カ
リ
度
な
ど
で

凝
集
性
に
課
題
の
あ
る
原
水

で
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
導
入
が
進
ん
で
き
て

い
る
。

浄
水
技
術
を
支
え
る
水
質

の
分
析
方
法
も
、
日
々
進
化

し
て
い
る
。
本
協
会
で
は
、

10
年
毎
に
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
上
水
試
験
方
法
を
、
４

月
に
発
刊
し
た
。
浄
水
処
理

対
応
困
難
物
質
な
ど
新
た
な

水
質
問
題
へ
の
対
応
や
、
液

体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分

析
計
な
ど
最
新
の
分
析
機
器

に
よ
る
分
析
方
法
の
記
述
を

充
実
さ
せ
た
の
で
参
考
に
さ

れ
た
い
。

４
、
送
配
水
技
術

自
然
災
害
で
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
等
の
切
迫
性
が
指

摘
さ
れ
、
大
型
台
風
や
集
中

豪
雨
に
よ
る
風
水
害
も
頻
発

し
激
甚
化
し
て
い
る
。
令
和

２
年
７
月
豪
雨
で
は
、
土
砂

崩
れ
に
伴
う
水
道
管
破
損
等

に
よ
り
、
17
県
約
３
万
８
０

０
０
戸
で
断
水
が
発
生
し

た
。こ

う
し
た
災
害
時
だ
け
で

な
く
、
今
後
本
格
化
す
る
浄

水
場
や
送
水
管
等
の
更
新
に

備
え
、
代
替
施
設
の
整
備
や

管
路
の
二
重
化
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
等
を
進
め
、
水
道

施
設
全
体
と
し
て
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
機
能
を
強
化
す
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
水
使
用
の
時
間
変
動

や
事
故
な
ど
の
非
常
時
に
対

応
可
能
な
配
水
池
の
整
備
と

並
行
し
て
、
適
切
な
維
持
管

理
も
重
要
で
あ
る
。

水
道
資
産
の
中
で
も
高
い

割
合
を
占
め
る
管
路
の
更
新

は
、
事
業
経
営
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
た
め
、
計
画
性

を
持
っ
て
更
新
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

送
水
管
等
基
幹
管
路
の
耐

震
適
合
率
は
、
令
和
元
年

度
末
現
在
、
全
国
平
均
で

40
・
９
％
で
あ
り
、
事
業
体

に
よ
っ
て
進
捗
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
耐

震
化
の
ペ
ー
ス
を
加
速
す
る

と
と
も
に
、
管
路
の
耐
震
化

に
あ
た
っ
て
は
、
緊
急
性
の

高
い
救
急
病
院
等
重
要
施
設

へ
の
供
給
ル
ー
ト
を
優
先
す

る
な
ど
、
効
果
的
な
耐
震
化

が
求
め
ら
れ
る
。

耐
震
管
に
つ
い
て
は
、
水

道
用
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳

鉄
管
の
日
本
水
道
協
会
規
格

を
平
成
29
年
に
改
正
し
、
新

た
に
呼
び
径
３
０
０
と
４
０

０
を
追
加
し
た
。
本
協
会
で

は
、
最
新
の
耐
震
管
継
手
接

合
の
研
修
設
備

を

設

け
、

配

管

技

術
・

技

能
向
上
を
目

的

に
、

平

成

13
年
よ
り
「
配

水
管
工
技
能
講

習
会
」
と
「
配

水
管
設
計
講
習

会
」
を
主
催
し
、
事
業
体
技

術
職
員
等
の
育
成
を
支
援
し

て
い
る
。

水
質
の
面
で
は
、
給
水
区

域
内
の
残
留
塩
素
の
低
減
化

お
よ
び
平
準
化
に
向
け
、
配

水
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
や
追

加
塩
素
注
入
設
備
を
導
入
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
多
く
の
電
力
を
消

費
す
る
送
配
水
過
程
で
は
、

設
備
更
新
に
合
わ
せ
て
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
機
器
や
イ
ン

バ
ー
タ
速
度
制
御
方
式
を
導

入
す
る
な
ど
、
ポ
ン
プ
設
備

の
高
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
最
適
な
送
配
水
経
路
の

選
択
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
低
減
な
ど
に
努
め
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

５
、
給
水
装
置
な
ど

給
水
装
置
は
、
需
要
者
が

設
置
お
よ
び
管
理
を
行
う
も

の
で
あ
る
が
、
水
道
法
に
よ

り
、
水
道
事
業
者
は
給
水
装

置
ま
で
の
適
正
な
水
質
確
保

の
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
給

水
装
置
の
構
造
お
よ
び
材
質

の
法
的
適
合
性
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
。
水
道
法
で
定

め
る
「
給
水
装
置
の
構
造
及

び
材
質
の
基
準
に
関
す
る
省

令
」
は
平
成
９
年
に
制
定
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
、
技
術
の

進
歩
や
需
要
者
の
ニ
ー
ズ
に

よ
っ
て
多
様
な
製
品
が
開
発

さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
新
た

な
製
品
開
発
に
も
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
耐
圧
・
逆

流
防
止
に
関
す
る
基
準
が
平

成
24
年
に
改
正
さ
れ
、
今
日

ま
で
運
用
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
給
水
装
置
工
事
を

担
う
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
資
質
を
継
続
的
に
保

持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

制
度
が
全
国
一
律
の
制
度
と

し
て
、
平
成
10
年
に
施
行
さ

れ
て
二
十
余
年
が
経
っ
た

が
、
こ
の
間
、
事
業
の
休
止
・

廃
止
等
の
状
況
や
営
業
実
態

の
把
握
が
困
難
で
、
所
在
不

明
な
事
業
者
や
無
届
工
事
、

不
良
工
事
な
ど
も
発
生
し
て

い
る
。
改
正
水
道
法
で
は
、

こ
う
し
た
状
況
の
改
善
を
図

り
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
の
資
質
が
継
続
し
て
保
持

さ
れ
る
よ
う
、
指
定
の
更
新

制
が
導
入
さ
れ
た
。

本
協
会
で
は
、「
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
へ

の
指
定
の
更
新
制
の
導
入
に

お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

令
和
元
年
７
月
に
作
成
す
る

と
と
も
に
、「
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
研
修
テ
キ
ス

ト
」
の
改
訂
版
を
令
和
元
年

９
月
に
発
刊
し
、
更
新
制
度

が
ス
ム
ー
ズ
に
運
用
さ
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
に

関
し
て
は
、
無
線
通
信
を
用

い
て
指
針
値
を
送
信
す
る
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
導
入
に

よ
り
現
場
で
の
検
針
が
不
要

と
な
り
、
よ
り
詳
細
な
使
用

状
況
の
把
握
が
可
能
な
こ
と

か
ら
、
検
針
員
不
足
対
策
や

宅
地
内
漏
水
の
早
期
発
見
、

毎
月
検
針
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ

る
。
各
方
面
で
そ
の
検
討
が

進
ん
で
き
て
お
り
、
一
部
地

域
で
は
、
電
気
や
ガ
ス
と

い
っ
た
他
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

事
業
者
と
共
同
検
針
を
試
み

る
動
き
も
見
ら
れ
る
。

６
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用

前
述
の
と
お
り
、
水
道
事

業
者
に
お
い
て
は
、技
術
的
・

財
政
的
な
課
題
を
抱
え
る
中

で
、
従
来
ど
お
り
の
施
設
管

理
に
よ
る
事
業
運
営
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に

市
町
村
合
併
が
行
わ
れ
た
事

業
体
で
は
、
水
道
施
設
が
点

在
し
、
各
施
設
の
仕
様
等
が

異
な
っ
て
い
る
た
め
、
運
転

管
理
の
方
法
が
複
雑
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
技
術

継
承
や
運
転
管
理
を
難
し
く

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
課

題
の
解
決
策
と
し
て
、
施
設

の
統
廃
合
、
中
央
監
視
室
等

で
の
統
合
監
視
・
遠
隔
制
御

等
が
考
え
ら
れ
る
中
で
、
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
遠
隔
監
視
や
、
モ
バ
イ
ル

端
末
等
を
活
用
し
た
維
持
管

理
等
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
管
路
の
分
野
に
お

い
て
も
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

管
路
の
劣
化
診
断
や
、
専
用

端
末
を
用
い
た
配
水
管
布
設

時
の
施
工
管
理
、
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
水
管
橋
の
点
検
等
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
開
発
が
進

み
、活
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
最
先
端
技
術

を
利
用
し
水
道
事
業
に
お
け

る
課
題
解
決
、
業
務
の
効
率

化
、
技
術
継
承
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

７
、
お
わ
り
に

わ
が
国
の
水
道
は
、
関
係

者
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、

水
質
や
給
水
の
安
定
性
に
お

い
て
、
世
界
に
誇
る
水
準
に

ま
で
達
し
て
い
る
。
そ
れ
を

支
え
る
技
術
や
経
験
、
ノ
ウ

ハ
ウ
等
は
、
わ
が
国
水
道
界

の
宝
で
あ
り
国
際
的
に
も
高

く
評
価
さ
れ
て
き
た
。

一
方
、
こ
こ
ま
で
記
し
た

よ
う
に
、
将
来
に
向
け
て
解

決
す
べ
き
課
題
も
山
積
し
て

お
り
、
水
道
事
業
の
経
営
は

今
後
一
層
に
厳
し
い
も
の
と

な
る
。

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
急
速
な
進
歩
、
改
正
水
道

法
を
契
機
と
し
た
水
道
界
の

新
た
な
動
き
な
ど
、
水
道
を

め
ぐ
る
状
況
は
今
後
激
変

し
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と

と
な
る
。

水
道
が
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
水
道
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
「
蛇
口
か
ら
安
全
で

お
い
し
い
水
を
い
つ
で
も
飲

む
こ
と
が
で
き
る
」
日
本
の

素
晴
ら
し
い
水
道
文
化
を
次

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
に
は
、
柔
軟
な
発
想
で
、

多
様
な
課
題
の
解
決
に
向
け

て
我
々
水
道
関
係
者
が
広
く

連
携
し
、
一
つ
ひ
と
つ
着
実

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
協
会
と
し
て
も
、
そ
う

し
た
取
り
組
み
が
円
滑
に
進

む
よ
う
、
全
て
の
水
道
関
係

者
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し

て
、
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
応
え
て
最
大
限
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

田
村

聡
志シ

ス
テ
ム
全
体
の
基
盤
強
化
を

取
り
組
み
を
一
つ
ひ
と
つ
着
実
に

日
本
水
道
協
会
工
務
部
長

「
水
道
技
術
の
動
向
」
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